
●本　　店
　〒 230-0002　神奈川県横浜市鶴見区江ケ崎 10 番 32 号

●大東工場
　〒 574-0013　大阪府大東市中垣内 7 丁目 6 番 8 号

●磯子工場
　〒 236-0002　神奈川県横浜市金沢区鳥浜町 15 番 13 号
　TEL. 045-776-6411（代）　FAX. 045-774-4851

●大阪支店
　〒 530-0001　大阪府大阪市北区梅田 1 丁目 11 番 4-1200 号
　TEL. 06-6341-3101（代）　FAX. 06-6341-3725

●本社営業部
　〒 236-0002　神奈川県横浜市金沢区鳥浜町 15 番 13 号
　TEL. 045-776-6411（代）　FAX. 045-774-4851



受注の確保

利益の確保

回収支払の原則

品質の確保

充実したメンテナンス

ルールの厳守

納期の厳守

経 営 七 原 則

社 是

社 会 に 価 値 あ る
企 業 の 繁 栄 と 人 間 形 成

お客様を通して社会の進歩と発展に寄与し、

社員とともに成長・発展することを通して社会に貢献する。

経 営 ビ ジ ョ ン

私たちは、わが社の「経営原則」を忠実に実行し
内部資本の充実と社員の豊かな生活を追求する

会 社 目 的

お客様に対する行動軌範
私たちは、お客様に満足していただける結果を求めて、斬新な技術提案と品質
や納期、さらに速やかなメンテナンスを実行して「お客様から感謝をいただく」
ことを座右とする

会社がなすべきこと
会社は、お客様から評価をいただいた付加価値を蓄積し、いかなる経済情況に
も耐えられる「強い会社」を目指す

社員がなすべきこと
私たちは、自らの職務に果敢に挑み、

「その手があったか」といわれるアイディア
「そこまでやるか」といわれる技術とこだわり
をもって仕事を究める

そこから生み出される付加価値で自身の夢の実現と幸福を目指す
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納　五平氏

納式硫酸製造法の考案
納　五平氏は、硫酸製造装置建設の専門技術者でした。
当時の硫酸製造技術は、ペテルセン式、オーブル式、納式があり戦前の国内に
おいて塔式硫酸製造装置の 60％は納式によって占められ、朝鮮、満州、台湾
にも多くの硫酸製造装置を建設しました。
また接触式量産製造に必要なバナジュウム触媒の国産化にも成功し、同触媒
の輸入防止に功績を残しました。
昭和 16 年（1941年）ヲサメ合成化學工業株式会會社（現在の、株式会社日本
触媒）を創業。 

創業の祖　納　五平氏

電気塗装機を創案
硫酸製造装置に必要なコットレル集塵装置と静電塗装装置とはその原理において同一であり、双方ともに高電圧を
使用するので、関連事項として、開発研究が行われました。最初はグリッド式から出発し、さらに新たなる着想によっ
てカップ式電気塗装機を創案し、今日の電気塗装を広く工業化するにいたりました。
この発明によって電気塗装法の特許ならびに実用新案権を獲得しています。
塗装作業を製品組立工程の流れ作業の一環としていち早く組み込むことに成功し、塗装産業の近代化に大きく貢献
しました。

紫綬褒章受賞

昭和36年（1961年）科学技術上優れた発明・研究

を行った功績を認められ紫綬褒賞を受賞。 

著　作

株式会社ヲサメ工業　誕生の由来

昭和 26年（1951年）

昭和 30年（1956年）

昭和 40年（1965年4月15日）

昭和 47年（1972年）

電気塗装技術　　　　　　　納　五平 著　日刊工業新聞社　　　　1956 年発刊

硫酸製造塔充填材に就いて　納　五平 著　ヲサメ硫酸工業事務所　1935 年発刊

世界初の手動式静電塗装機

株式会社ヲサメ工業　発起人

発起人総代
多田　邦雄

町野　　喬 丸山　芳次 庵原　啓司

株式会社関西設備　発起人

発起人総代
田中　　昭

小田　　厚 前川啓一郎 斉藤　正義

歴代社長

石田　具信

㈱ヲサメ工業　代表取締役社長

昭和 40 年 4 月 15 日〜
昭和 50 年 5 月 30 日（10 年間）

田中　昭

㈱関西設備　代表取締役社長

昭和 40 年 4 月 15 日〜
昭和 47 年 5 月 30 日（7 年間）

多田　邦雄

㈱ヲサメ工業　代表取締役社長

昭和 50 年 5 月 30 日〜
平成 14 年 5 月 30 日（29 年間）

㈱ヲサメ工業　取締役会長

平成 14 年 6 月 1 日〜現在

多田　洋一

㈱ヲサメ工業　代表取締役社長

平成 14 年 6 月 1 日〜現在

静電塗装機を発明・開発した納　五平氏により、電気塗装株式会社が設立されました。

社名変更によりヲサメ工業株式会社となりました。
同社は、塗装システムの普及に多大な成果を上げ塗装産業の近代化に大きく貢献しました。

納　五平氏の指導を受けたエンジニアが結集し、ヲサメ工業株式会社の技術と歴史を継承
し株式会社ヲサメ工業、並びに株式会社関西設備が誕生しました。

両社が合併し株式会社ヲサメ工業となり現在にいたります。
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決算期�
� 年／ 3月 年度方針経年表 社員数

� 人
売上高

� 万円
資本金
� 万円

自己資本
� 万円 社長

昭和 40 年 昭和 40 年 4 月 15 日　創業

第 1 期�
昭和 41 年

（1966 年）

我が社における ｢経営五原則｣ 遵守
8 4,271

50
50

関
　
西
　
設
　
備
　
　
田
　
中
　
　
　
昭

ヲ
サ
メ
工
業
　
　
石
　
田
　
具
　
信

　［本社・江ヶ崎工場取得］ 200

第 2 期�
昭和 42 年 同上テーマ継続 10 16,212

500

200

第 3 期�
昭和 43 年

同上テーマ継続
社是の制定「社会に価値ある企業の繁栄と人間形成」
　‌�［USA リットン社「チェンベヤー 200 シリーズ」 

技術提携認可］

14 36,345 1,042

第 4 期�
昭和 44 年

合理化の追求とモラルの向上
　［本社社屋完成］［伏見稲荷神分祀］

18 32,570 1,042

第 5 期�
昭和 45 年

（1970 年）
初心を想起し真剣に 20 53,268 1,649

第 6 期�
昭和 46 年

1971 年に挑戦しよう　
　［江ヶ崎本社事務所全焼］

25 53,390 1,744

第 7 期�
昭和 47 年

長期展望に基づく体質の改善と開発
［関西設備と合併・大阪支店開設］
　‌�［USA リットン社「チェンベヤー 300・400 シリーズ」 

技術提携認可］

38 39,793 1,916

第 8 期�
昭和 48 年

計画と実行・パイオニア精神の発揮
　［大東工場取得］

38 67,597

1,750

4,396

第 9 期�
昭和 49 年

同上テーマ継続
　［売上 10 億円突破］

38 110,183 5,988

第 10 期�
昭和 50 年

（1975 年）
同上テーマ継続 42 105,043 6,964

第 11 期�
昭和 51 年 売上 15 億円へ挑戦 40 91,968 8,074

多
　
田
　
邦
　
雄

第 12 期�
昭和 52 年

我が社における ｢経営五原則｣ の忠実な実践
　①各部門単位の管理体制の確立
　②営業部門の体質改善と充実
　③施工班の体質改善と充実
　④工場拡張計画を推進

43 124,269 9,049

第 13 期�
昭和 53 年

低成長経済に適応した企業体質の確立
　［売上 15 億円達成］

46 153,881 11,004

第 14 期�
昭和 54 年

売上 20 億円へ挑戦
　［磯子工場取得］

43 124,414 11,591

第 15 期�
昭和 55 年

（1980 年）
初心で 1980 年をスタートしよう 49 168,389 13,129

昭和 41 年
・‌�いざなぎ景気
・‌�‌�カラーテレビ、自動車、クーラーが

　　“ 三種の神器 ” に
・‌�ビートルズ初来日

昭和 42 年
・‌�国内自動車保有台数 1 千万台超す

昭和 43 年
・‌�3 億円強盗事件発生
・‌�アメリカ合衆国より小笠原諸島返還

昭和 44 年
・‌�東名高速道路が全面開通

昭和 45 年
・‌�日本万国博覧会（大阪）開催

昭和 46 年
・‌�ニクソン声明によるドル・‌�ショック
・‌�マクドナルド日本一号店が銀座にオープン

昭和 47 年
・‌�アメリカ合衆国より沖縄返還
・‌�横井庄一氏グアムより帰還
・‌�連合赤軍による浅間山荘事件発生
・‌�日中国交正常化

昭和 48 年
・‌�第一次オイルショック
・‌�金大中拉致事件発生

昭和 49 年
・‌�佐藤栄作氏ノーベル平和賞受賞

昭和 50 年
・‌�沖縄海洋博覧会開催

昭和 51 年
・‌�ロッキード事件発覚
・‌�「およげ！たいやきくん」大ヒット

昭和 52 年
・‌�王貞治氏ホームラン世界記録（756 本）

昭和 53 年
・‌�新東京国際空港（成田）開港
・‌�日中平和友好条約調印

昭和 54 年
・‌�第二次オイルショック
・‌�インベーダーゲーム流行

昭和 55 年
・‌�漫才、竹の子族ブーム

横浜商工会議所　議員	 昭和57年就任、平成14年退任　終生議員待遇
横 浜 信 用 金 庫　総代	 平成17年選任、現在に至る
鶴 見 税 務 署 表 彰	 平成1年11月　平成2年10月　平成4年11月
優 良 法 人 の 表 敬	 平成6年5月

世　相　年　表

昭和 47 年　合併記念旅行

昭和 50 年　創立 10 周年記念

リットン社「チェンベヤー」技術提携
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決算期�
� 年／ 3月 年度方針経年表 社員数

� 人
売上高

� 万円
資本金
� 万円

自己資本
� 万円 社長

第 16 期�
昭和 56 年

個人能力の向上
　　社内で分担する職務を十分に果たし得る技能の自己研鑽
　［売上 20 億円達成］

60 200,560

1,750

13,684

多
　
田
　
邦
　
雄

第 17 期�
昭和 57 年

組織の活性化
   相互理解の心を開き組織を生かそう
　［大阪第四ビル取得］

56 172,149 14,855

第 18 期�
昭和 58 年 会社を挙げて守りから攻めの営業活動へ 52 145,916 14,630

第 19 期�
昭和 59 年

付加価値を高める研究と実行
   ①現有製品の価値を大幅に高める研究と実行
   ②価値ある製品を生み出し商品化を実行
   ③機会利益の消失防止を実行

58 173,648 15,078

第 20 期�
昭和 60 年

（1985 年）
30 億円を目指して商品分析と拡販企画 58 181,171 15,643

第 21 期�
昭和 61 年 同上テーマ継続（テーマ掘り下げ） 58 215,986 16,800

第 22 期�
昭和 62 年

同上テーマ継続（テーマ掘り下げ）
   国際市場構造の変革対応する企業体質作り

65 206,293 17,398

第 23 期�
昭和 63 年

名実共に売り上げ 30 億の総仕上
   均衡の取れた人的体質と組織の強化

65 236,115

5,000

18,209

第 24 期�
昭和 64 年
／平成元年

社歴 25 年の節固めと事業拡張の為に各部組織の多角的拡大
　［売上 30 億円達成］　［本社横浜西区オークビル移転］

65 304,121 31,499

第 25 期�
平成 2 年

（1990 年）

創造の年　　THE　YEAR　OF　CREATION
　［売上 40 億円突破］

66 435,671 33,602

第 26 期�
平成 3 年

飛翔の体制作り
　自由闊達で総合力を発揮できる体制作り

69 428,585 40,766

第 27 期�
平成 4 年

原点に返り基本を遵守
   我が社の経営五原則の遵守

81 332,961 49,433

第 28 期�
平成 5 年

複合技術で業界の先端を歩もう
   塗装 ･ 物流・ソフト

79 331,551 52,362

第 29 期�
平成 6 年

30 周年を 3R で迎えよう
   リストラクチャリング・リフレッシュ・リニューアル

76 305,998 52,950

第 30 期�
平成 7 年

（1995 年）

30 周年を越えて新進元年
　［本社社屋新設完成］

71 309,742 51,927

昭和 56 年
・‌�スペースシャトル宇宙空間への初飛行

昭和 57 年
・東北上越新幹線開通
・テレホンカードの使用開始

昭和 58 年
・東京ディズニーランド開園

昭和 59 年
・グリコ森永事件発生
・日本初の衛星放送が開始

昭和 60 年
・日航ジャンボ機墜落（死者 520 人）
・阪神タイガース 21 年ぶり優勝

昭和 61 年
・バブル景気（〜平成 3 年）
・チェルノブイリ原発事故

昭和 62 年
・NY 株式市場 ブラックマンデー発生
・国鉄が民営化に

昭和 63 年
・東京ドーム球場が完成

昭和 64 年／平成 1 年
・昭和天皇崩御
・ベルリンの壁崩壊
・消費税導入（3%）

平成 3 年
・湾岸戦争勃発

平成 4 年
・東海道新幹線「のぞみ」登場

平成 5 年
・皇太子様、雅子様結婚の儀
・法隆寺、屋久島が世界遺産に

平成 6 年
・関西国際空港開港

平成 7 年
・阪神大震災発生
・地下鉄サリン事件発生

昭和 55 年　創立 15 周年記念

昭和 63 年　江ヶ崎本社　鳥居更新

平成 3 年　創立 26 周年記念旅行　〜長崎〜

世　相　年　表

平成 6 年　鳥浜本社　地鎮祭
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決算期�
� 年／ 3月 年度方針経年表 社員数

� 人
売上高

� 万円
資本金
� 万円

自己資本
� 万円 社長

第 31 期�
平成 8 年

21 世紀体制構築
   人・組織・技術・商品・資本

62 301,526

5,000

52,264

多
　
田
　
邦
　
雄

第 32 期�
平成 9 年 個の結集 67 273,762 52,424

第 33 期�
平成 10 年 個の改革（T.P.Q.） 63 264,749 54,186

第 34 期�
平成 11 年 35 周年を全うし新世代体制を完結 55 204,332 55,264

第 35 期�
平成 12 年

（2000 年）
新世代体制による自立運営初年度 39 170,731 56,617

第 36 期�
平成 13 年 自立運営体制と環境事業の確立 37 168,268 60,154

第 37 期�
平成 14 年

今を生き抜き明日への改革
我が社の改革
   ①　オンリーワン・ナンバーワン商品の開発
   ②　トータルコストの低減（社内・技術・仕入）
   ③　トップレベルの品質確保

32 140,355 60,770

37 期　決算終了後社長交代
第 38 期�
平成 15 年

ネクストゼネレーション　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　第二創業　第 1 年度
　　　　　　　利益の徹底追求
　　　　　　　個の価値とその結集

25 75,057

5,000

42,397

多
　
田
　
洋
　
一

第 39 期�
平成 16 年

ネクストゼネレーション
　　　　　　第二創業　第 2 年度
　　　　　　　基本に忠実に
　　　　　　　新体制の確立と成長

25 120,472 43,321

第 40 期�
平成 17 年

（2005 年）

創立 40 周年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　第二創業　第 3 年度
　　　　　　　企業の差別化と事業部運営の確立

33 120,973 44,692

第 41 期�
平成 18 年

新たな展望への基盤づくり         
　　　　　　　自立・協調・連帯

31 147,122 45,501

第 42 期�
平成 19 年

新たな展望への基盤づくり         
　<3 年−ビジョン >　第 1 年度
　塗装設備のシンクタンクを目指して
　知的財産を継承し確固たる地位を築く

33 125,547 47,370

第 43 期�
平成 20 年

新たな展望への基盤づくり          　　　　　
　<3 年−ビジョン >　第 2 年度　　　前年継続

35 111,028 52,524

第 44 期�
平成 21 年

環境変化に耐えうる企業　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　中期 3 年ビジョンの達成
　　　　自己の価値とその結集

40 115,106 56,834

第 45 期�
平成 22 年

（2010 年）

原点回起・未来志向
　OSAME= 生活基盤
　OSAME の力 = 総合力と差別化
　OSAME の経営 = 経営五原則とルールの遵守

43 97,049 59,426

平成 8 年
・O ｰ 157 全国的に流行

平成 9 年
・消費税 5% に引き上げ
・香港 中国へ返還

平成 10 年
・長野冬季オリンピック開催
・郵便番号 7 桁制実施

平成 11 年
・EC 統一通貨「ユーロ」誕生

平成 12 年
・三宅島噴火により全島民非難

平成 13 年
・アメリカ同時多発テロ発生
・国内初の BSE（狂牛病）確認
・‌�ユニバーサルスタジオジャパン、 

東京ディズニーシー開園

平成 14 年
・北朝鮮拉致被害者 5 名帰国
・公立学校の完全週休 2 日制実施
・日韓共催ワールドカップ

平成 15 年
・イラク戦争勃発

平成 16 年
・新紙幣へデザイン変更
・アジア各地で鳥インフルエンザ広がる

平成 17 年
・日本人総人口が初の減少（1899 年以降）
・郵政民営化法案可決
・愛 地球博開催（愛知万博）

平成 18 年
・日本の 65 歳以上の人口率が世界最高に
・ライブドア 堀江貴文氏逮捕

平成 19 年
・自動車生産台数でトヨタが世界一に

平成 20 年
・タクシーの全面禁煙化

平成 21 年
・裁判員制度スタート
・オバマ氏 アメリカ初の黒人大統領

平成 22 年
・小惑星探査機「はやぶさ」帰還

平成 14 年　社長就任披露宴

平成 17 年　創立 40 周年記念旅行　〜ハワイ〜

世　相　年　表

平成 7 年　創立 30 周年記念旅行　〜ハワイ〜

平成 9 年　創立 32 周年記念旅行　〜箱根〜
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決算期�
� 年／ 3月 年度方針経年表 社員数

� 人
売上高

� 万円
資本金
� 万円

自己資本
� 万円 社長

第 46 期�
平成 23 年

個人が進化し成長を続ける
社内の連携と協力
自らの仕事に自信と誇りを持とう

41 64,571

5,000

57,147

多
　
田
　
洋
　
一

第 47 期�
平成 24 年

再構築・成長のマネージメントと経営 7 原則の実行
経営七原則の実行 38 107,996 57,672

第 48 期�
平成 25 年 新経営体制による自主経営の確立 37 87,396 58,013

第 49 期�
平成 26 年

新たな発展の為に
新体制の地固めと中期計画の策定と実行 38 79,702 54,598

第 50 期�
平成 27 年

（2015 年）

中期 3 ヶ年計画の初年度
東京　売上 7.2 億円　大阪売上 7.0 億円　合計　14.2 億円 41 107,997 56,941

第 51 期�
平成 28 年

創成期の軒昂を鑑として新しい OSAME を築く
中期 3 ヶ年計画の 2 年度
東京　売上 8.0 億円　大阪売上 7.0 億円　合計　15 億円
　[ 創立 50 周年記念式典を開催 ]

38 106,193 59,402

第 52 期�
平成 29 年

2020 年に向けて飛躍の年へ
　経営ビジョンの実践
　技術開発型の精鋭集団を目指す
　総合力を生かして市場への挑戦

38 125,804 59,799

第 53 期�
平成 30 年

⃝段取り力を高める
　先読みせよ。良質な仕事は、良質な段取りから生まれる。

⃝時間の重要性を理解する
　時間の重要性を理解せよ。これが一歩進んだ動きを可能にする。

⃝当たり前のことを当たり前に実行する
当たり前のことを実行せよ。そして個と組織のレベルアップを
目指せ。

35 90,417 61,609

第 54 期�
平成 31 年
／令和元年

自己の価値を高め自立する
　意識する
　行動する

35 105,373 63,414

第 55 期�
令和 2 年

（2020 年）

意識改革と挑戦行動
　技術改革と進化
　組織の強化と人づくり 

40 (163,000) (65,000)

平成 23 年
・東日本大震災発生（M9.0）
・なでしこ JAPAN ワールドカップ優勝

平成 24 年
・東京スカイツリー開業

平成 25 年
・富士山が世界遺産に登録
・2020 年東京オリンピック開催決定

平成 26 年
・消費税 8% に引き上げ

平成 27 年
・北陸新幹線開業
・ラグビー W 杯 歴史的勝利

平成 28 年
・電力自由化スタート
・65 歳以上が総人口の 4 分の 1 超に
・SMAP 解散

平成 29 年
・トランプ氏が米大統領に就任
・プレミアムフライデーがスタート

平成 30 年
・西日本豪雨
・築地市場が 83 年の歴史に幕

平成 31 年／令和 1 年
・イチローが引退を表明
・新元号「令和」発表
・首里城焼失
・消費税 10% に引き上げ

令和 2 年
・世界各地で新型コロナウイルスの感染

　　が拡大

江ヶ崎本社（昭和 41 年〜平成元年） 横浜オークビル本社（平成元年〜平成 7 年）

平成 27 年　創立 50 周年記念式典

平成 29 年　創立 52 周年記念旅行　〜箱根〜

鳥浜本社（平成 7 年〜現在）

磯子工場（昭和 54 年〜現在）

大阪支店（昭和 57 年〜現在） 大東工場（昭和 48 年〜昭和 57 年）

世　相　年　表
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創立 55 周年　在籍者 ( 入社順 )

「我が社の誇り」
作詞／能勢英男　　作曲／米山正夫

社　歌

本 社

多 田 邦 雄
町 野 喬
村 林 重 雄
多 田 洋 一
小 潟 勉
荒 井 友 里
井 上 勇 人

東 京 事 業 部

営 業 風 間 和 彦
営 業 岡 山 健 己
営 業 鈴 木 孝 司
技 術 伊 豆 考 由
製 造 原 あ ず さ
技 術 武 田 元 宏
製 造 川 田 浩 紀
営 業 会 亀 航 佑
製 造 田 中 卓 竜
技 術 藤 田 淳 平
技 術 中 田 慎
技 術 三 浦 順 平
技 術 小 瀬 川 慧 悟
営 業 田 村 淳

大 阪 支 店

製 造 甲 田 光 治
技 術 森 野 与 忍
製 造 前 川 光 孝
製 造 井 上 雅 章
経 理 置 田 知 美
営 業 水 田 毅
営 業 吉 岡 淳 一
技 術 藤 原 昇 平
技 術 三 原 拓 也
技 術 佐 々 木 宏 晃
技 術 中 島 健 太
技 術 中 村 友
営 業 池 原 秀 将

チ ェ ン ベ ヤ ー 事 業 部
柴 田 寛 之
杉 本 憲 彦
山 岸 浩 幸

営 業 開 発 部
久 保 貴 男
中 村 芳 生
川 田 茂

1 . 碧き空果てしなく
澄みて遠く遥か
拓らく道共に行く
よろこびを　よろこびを
わかち進む　ああ
爽やかなこの朝
固き結びこそ
我社の誇り

2 . 清らかな若き血が
燃えて集うここに
励みあい睦みあい
よびかける　よびかける
雲の白さ　ああ
輝けるその望み
広き心こそ
我社の誇り

3 . 限りない前進に
続け若者たち
新しいこの使命
うちよせる　うちよせる
文化の潮　ああ
乗りこえて堂々と
強き腕こそ
我社の誇り
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